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塑性加工の次代をつくる挑戦者

術藤原電子工業

松下友也 
1993年 8月 3日生まれ

最近の楽しみは 6歳の息子と 4歳の娘と一緒

に公園で遊ぶこと。はるカ管の記憶を頼りにし

ながら息子の返上がりの4縄 111こ付き合う日々 。

趣味の日曜大工も子供たちのものがほとんど。

高い目標と理想を胸に

月実原電子工業は  2004iF-に腕したフリント

ペJ、基板をパリ ・ホコリなしでプレス加工する 

iSAF金型 (工法)Jをコア技術としている。近

年ではサーボプレスを活用し、ルーター加工と同

程度のせん断面を可能にした  iRSAF金型 (工

法)Jの確立にも成功。また、ロボット事業を立

ち上げ、社内で使用する自動化システムを皮切り

にホビーロボットの開発にまで挑戦の幅を広げて

いる。そんな同社では各人材の能力と希望を最大

限発揮できるような人材の配置と育成を進める。

一つひとつの作業を的確にこなす松下友也さん  

(25歳)はプレス加工とルータ ー加工の多能工化。

ロボット開発への情熱を胸に努力を重ねる畑中雄

介さん (21歳)はホビーロボットの開発をそれ

ぞれの目標に据え、日々まい進している。

多能工への期待を背負って

子供の頃から手を動かすのが好きだったという

松下さんは、今年の 6月に入社したばかりだ。前

職では空調の配管工事を手がけていたが、いつか

はものづくり企業に就職したい、とたまたま手に

した求人雑誌で見つけたのが同社の求人だった。

入社後まず配属されたのはプレス加工部。同社

の iSAF金型jとサーボプレスを使用した産業

基盤のプレス加工の担当だ。先輩社員について仕 
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事を覚える中で松下さんが驚いたのは何よりその

仕事の手順の綴密さと納期の厳しさだ。

「ここ では納期は大体当日夕方か、余裕があっ

て明日、といった状態。ちょっとでも無駄な動き

をしていたら作業が追いつかない。手順書の重要

性はすぐに痛感しましたj

効率よく手を動かすよう、教えてもらった手順

や注意事項は必ず守るよう心がける。たとえばプ

リント基板は鋼板などとは比べものにならないほ

ど傷つきやすいため、プレス機械や金型のこまめ

な掃除も品質を守る上では最も重要な業務の一つ。

「ほんの小さなごみも打跡やキズの原因。加工

後すぐにまず専用のブラシで上の金型をしっかり

と掃いて、ごみを落としてからその後下部を払う 。

この順番を守れば上下と金型まわりともに最低限

の動きで掃除が終わる c こういった細かな手JIIs:も

守らなければ品質は守れませんj

まだ入社後 2カ月がたったばかりの松下さんだ

が、プレス加工とルーター加工両方を こなす「多

能工化」としての成長が期待されている。従来な

らプレス加工に配属されると金型の取り付けやサ

ーホ、モーションの設定などの技術と知識を順に身

につける。しかし、入社直後から細かな手順の意

味を的確に理解し、効率よく体を動かす松下さん

の様子をみた工場長が、「ルーター加工も指導し

て多能工化を目指したい」と藤原義春社長に進言

したのだ。そこで現在松下さんはプレス加工とと

プレス技術



畑中雄介 
1997年7月 18日生まれ

趣味は現在の仕事と同じロボ・

ムセンヲーなどを駆使して材料を集めており、

現在取り組むのは子供でも簡単に組立てとプロ

グラミングが体験できる小型ロポ yトの考案。
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代表者名藤原義春
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T EL 072-991-3927 

資本金 3，800万円

従事IUI敏 35名

もにルーター加工も担当する。ルーター加工は高

精度で複雑な形状の外形加工が可能でプリント基

板の多品種少量生産に主に使用される。大判のプ

リント基板のセットなどに細かな調整が必要で、加

工後の成形品の外観チェックやホコリの除去にも

神経を使う 。「覚える ことだらけで毎日勉強です」

と言うが今できるだけ早く NCや CADデータの

作成なども覚えたいと松下さんは意気込む。 

12歳の頃からあこがれた仕事

「ロボットに関わる仕事がしたい、と思うきっ

かけをくれたのが 『八尾ロボコンjですj

そう話すのは今年の 4月に入社し同社でロボ ッ

ト開発に取り組む畑中さん。「八尾 ロボ ット コン

テスト (通称、 :八尾ロボコン  )Jは地元企業と子

供たちがチームとな りロボ ット を製作し機能を競

う独自の競技会。当時  12歳の畑中さんは父親の

働くアルミ加工メ ーカーである中田製作所のチー

ムに所属。第 l回目のコンテストに参加した。

「参加したといっても LEDを使用した装飾な

どの担当でしたが、配線をつないでチカチカと点

灯するだけでも嬉しかった。ちなみに初優勝者と

なったのが藤原電子工業です。まさかその会社に

就職するとは思いませんでしたj

ロボ ッ卜 づく りへの興味を胸に奈良高専に進学。

電子制御を専門に学んだ。そして就職活動の際、

同社のロボット開発部の情報を手に入れ、迷いな
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ノトっくり。ホー

く同社に直談判。ロボット開発への熱意を伝え、

採用された。

現在畑中さんは開発部のサポー ト業務の傍ら、

ロボ ットを制御するプログラムの学習を進めてい

る。電子制御で動かす物理的なロボットとは違い、

同社で開発するロボットはすべての動きをプログ

ラムで書き、指示・制御する。まずは実用レベル

のプログラミング言語の習得が不可欠だ。

また畑中さんの大きな目標は  ir将来技術者に

なりたいjと子供たちに思ってもらえるような技

術者jになること 。その思いをかなえるべく、現

在子供にも組立て -改良ができるロボット「アル

マ君 Jの企画も進めている。このロボットは 8月 

8日に八尾市内にオ ープンする子供たちにモノづ

くりの楽しさを体験してもらうスペース「みせる

ばやお」同社ブースに展示予定だ。アルマ君の組

立てや、簡単なプログラミングと操縦を体験して

もらい、モノづくりやロボットの構造について興

味を持ってもらいたい、という畑中さんの熱意の

こも った取組みに、藤原社長も期待を寄せる。

「一目見て一体どう動いているのかがわからな

ければ子供たちも興味が持てない。 fこことここ

をつなぐから動くんだjと理解し、 『じゃあこう

したら?jと興味を持ってもらえる構造にしたい。

八尾ロボ コンで、周 りの技術者の方が私に体験さ

せてくれた喜びを、今度は自分が子供たちにプレ

ゼントできるよう頑張りたいですJo (鎌池 愛 )
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